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「研究機関における公的研究費の管理・監査のガイドライン（実施基準）について（平成１９年２

月１５日付文部科学省科学技術・学術政策局長通知）」に基づき，本学において研究費等の適正な運

営・管理を行うため，次のとおり不正使用防止計画（第四次「平成２６年度～２７年度」行動計画）

を策定する。なお，この実施基準は平成２６年２月１８日付で改正（文部科学省研究振興局長通知）

され，平成２６年度中に，順次，取組を行うこととされているため，今後，本行動計画を改正するこ

ととする。 

 

１１１１．．．．適正な運営・管理の基盤となる環境の整備適正な運営・管理の基盤となる環境の整備適正な運営・管理の基盤となる環境の整備適正な運営・管理の基盤となる環境の整備    

（１）ルールの明確化・統一化 

 ①マニュアルの見直し 

   マニュアルの記載内容・対象等について，継続的に見直しを行う。 

 ②周知方法・内容の見直し 

  ・「どうしたら伝わるか」「伝えたい対象は誰か」等の観点から，ホームページ掲載やメール送信

等，受け手の印象に残る周知方法・内容等を検討し，実施する。 

  ・本学の研究費等の不正使用防止に向けた取組内容，Q&A，誤った運用の具体的な事例等を継

続して紹介する。 

  ・過去に通知済みの情報についても，見せ方の変更も含め再度の周知を検討し，実施する。 

 

（２）構成員の意識向上 

①教職員の意識向上のための研修の実施 

新採用教職員研修等において，具体的な不正事例，不正による影響，本学におけるルール・

告発等窓口・相談窓口等を紹介し，研究費等の適正な管理について，意識の浸透及び知識の定

着を図る。 

 ②事務職員の知識共有のための研修の実施 

   事務担当者向けの研修会を開催し，研究費の適正な管理について，意識を浸透させるとともに，

知識の共有，運用・解釈の統一を図る。 



 


